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Abstract: Low-frequency batch ultrasonic washing are 

difficult to wash depending on their size and shape. And, 

there is a problem such as reattachment of dirt to the washed 

material after washing. In order to solve them, It was 

considered that the removal by ultrasonic washing in running 

water was effective. The washing effect when the input 

power changed was examined by ultrasonic washing in 

running water using low-frequency vibration. As a result, the 

usefulness was confirmed. 

1. はじめに 

 現在，熱溶解積層法（FDM）3Dプリンターが普及し

ている．FDMでは，造形物の形状によって溶けた樹脂

が撓まないために土台の役割をするサポート材を必要

とし，造形物が完成した後にサポート材を取り除かな

ければならない．筆者らはサポート材の除去時間の短

縮と様々な造形物に対応させるために，流水式超音波

洗浄による除去が有効と考えた[1]．本検討では入力電

力を変化させた場合の洗浄効果について検討を行った． 

2. 流水式超音波洗浄機について 

 Figure 1は，本検討で用いた超音波振動源の概略であ

る．超音波振動源は，27 kHz用ボルト締めランジュバ

ン型振動子に，エクスポネンシャルホーンを取りつけ

た構造となっている．ホーンのフランジ部から先には，

ホーンを覆うようにアクリルパイプを取り付けた．そ

のアクリルパイプに流入口と放出口を取り付け，水の

流れは青の矢印で示した． 

3. 洗浄実験 

 洗浄物は，アクリル板に水溶性の絵の具を塗りつけ

て使用した．実験は洗浄時間が 60 s一定，流量が 1.0±

0.1 L/min.一定，入力電力が 0~12 Wまで 2 W間隔で行

い，サンプル数を各 10個とした．洗浄率の評価方法は， 

式（1）を用いた重量法である． 

        洗浄率 = 
(𝑊𝑠－𝑊𝑤)

𝑊𝑠
×100 [％]         (1) 

ここで， 𝑊𝑠は洗浄前の汚垢量，𝑊𝑤は洗浄後の汚垢量で

ある． 

 Figure 2は，入力電力を変化させた場合の洗浄結果で 

ある．図は縦軸に洗浄率を，横軸に入力電力をとって

いる．また黒丸の点は各洗浄率の値，白丸は平均洗浄

率の値を示している．図から，洗浄効果は，入力電力

が 6 Wのときが最も高く，入力電力 6 W以降は，洗浄

効果が多少下がる傾向となった．  

4. おわりに 

 本検討では入力電力を変化させて洗浄効果の検討を

行った．洗浄効果が，入力電力 6 Wにおいて最も高い

結果となった．なお,本研究の一部は JSPS 科研費

18K11700の助成を受けたものである. 
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Figure 1. Schematic of Ultrasonic washing in running 

water device. 

 

 

Figure 2. Relationship between cleaning rate and 

electric power. 
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